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とるべきポジションの声明 

 作業療法士は，すべての人の作業的公正の実行における人権にかかわる。作業的公正は，作業に対する

普遍的な権利を求め，広く定義されるもので，文化，社会，政治（現在および歴史的），地理的状況に関連

する違いを認めるものである。作業的公正は，すべての人が作業に結び付く権利を十分充足することであ

り，その作業とは生きるために必要なもので，意味があり当事者自身の幸福*と当事者のコミュニティの幸

福にポジティブな貢献をするものである。 

（*訳者注：この文書では well-beingを幸福と訳した） 

 作業的公正は，次のような作業権をすべての人に求める。 

 生きること，健康と幸福をサポートするような，ある範囲の作業に参加する。それにより，全住民，コ

ミュニティ，家族，個人は，自らの潜在力を実らせ認めることができる。オタワ憲章 1と一致する。 

 圧力，権力，強制，恐怖なく作業を選ぶ。しかし，他者や生活や地球への責任を踏まえての選択を行う。 

 安全性，人としての尊厳，平等性のリスクなしで，必要性があって選択した作業に自由に結び付く。 

 

作業療法にとってのポジションの重要性についての声明 

 作業的不公正は，作業権と人権の侵害である。この権利は，国連が世界人権宣言（1948）2 で定義し，国

連が経済的，社会的及び文化的権利に関する国際規約（1966）3 と市民的及び政治的権利に関する国際

規約（1966）4により保護されるものである。 

 世界中の作業療法士には，人権の実現として作業権を推進する義務がある。この義務は，作業的不公正

を指摘することを含む。まず，2000 年に命名された作業剥奪，作業不均衡，作業周縁化，作業疎外であ

る。最近追加されたものとして作業アパルトヘイト（隔離）がある。 

 作業権は，社会において個人，コミュティ，全住民のための選択のための潜在能力 5，機会，自由を特定し

たり，強調したりすることによって，守られる。 

 作業療法士には，虐待を経験している人と協働したり，作業的公正を弱体化させる虐待を根絶しようと

している多様なパートナーたちと協働したりして，クライエント中心の志を実行する義務がある。 

 

社会にとってのポジションの重要性についての声明 

 WFOTは 1948年の世界人権宣言を実行し，人権保護に作業権の保護を一致させる。作業権と人権を

守る行動は，作業的不公正を変えなければならない。作業的不公正は，社会的問題，持続する極度の貧困，

経済の縮小，疾病，社会的差別，避難所生活，自然災害や人災，戦闘，歴史的不利，身体的精神的健康不良

により悪化する。 

 

要約と結論 

 健康になるような作業に参加する，自分にとって意味のある作業を選ぶ，必要があり選んだ作業に自由

に結びつくための人々の作業権を守ることは，公正でインクルーシブな社会の基盤である。作業権の侵害

は人権侵害であり，こうした侵害は作業的公正を弱体化させる。 
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